
EBC Financial Group UK (Ltd) および のCEO、
デイビッド・バレット氏が2024年の経済変動における
世界市場のボラティリティ、高金利圧力、および安全資産投資戦略を分析

EBC Financial Group UK (Ltd.) のCEO

デイビッド・バレット氏が、2024

年経済変動の中で、世界市場のボラティリティ、金利政策の影響、安全資産投資戦略につい

て分析する。

EBC Financial Group (UK)

LtdのCEOであるデイビッド・バレット氏は、2024年の世界

市場のボラティリティを分析し、経済の不確実性の中での投資家の

適応力を重要視する。

インフレ圧力、金利政策の変化、地政学的緊張が金融業界全体にか

つてない不確実性をもたらす中、世界市場は流動的な状態に置かれ

ている。EBC Financial Group UK (Ltd)

およびEBC Financial Group (Cayman)

LimitedのCEOであるデイビッド・バレット氏が、現代の金

融情勢を動かしている要因と、投資家がこの状況の中先手を打つた

めに取るべき戦略について、専門家としての分析を提供する。

株式市場のボラティリティと金利期待の変化が、不透明な経済状況

を生み出している

バレット氏は、2024年前半に現物株式取引への信頼が再び高ま

ったことを強調した。その時期は、機関投資家も個人投資家も活発

化し、市場の流動性と効率性が高まっていた。好決算報告や経済指

標の改善がこの勢いを支え、投資環境の好転を示唆した。

日本の予想外の利上げ、インフレ懸念、経済成長鈍化の兆しにもかかわらず高金利を維持するという米連邦準備制度理事会（FRB）の決定など、複数の要因が引き金

となり、昨今の世界市場は大きな混乱に見舞われている。FRBは2024年7月の会合で、金利を23年ぶりの高水準である5.25%～5.50%に据え置くことを

選択し、金融緩和のシグナルを期待していた一部の市場参加者を驚かせた。

バレット氏は以前、低金利が新たなスタンダードであるという誤解に異議を唱え、これらの金利は新型コロナウィルスのパンデミックのような異常事態によって引き起

こされたものであることを強調した。低金利は短期的な救済策ではあるが、決して恒久的なものではないとバレット氏は警告する。中央銀行による最近の高金利維持の

決定は、政策立案者たちが持続的なインフレとの闘いを続けている中、低金利時代からのより広範なシフトを反映している。

米連邦準備制度理事会（FRB）の今回の措置は、インフレ抑制という目標に沿ったものであったが、景気減速期に高金利を維持すれば景気後退に追い込まれるのでは

ないかという懸念も生み出した。景気圧力を緩和するために利下げが行われる可能性を予想していた投資家たちは、株売りで反応し市場の低迷を拡大させた。この反応

は、中央銀行がインフレ管理と経済成長支援の間で微妙なバランスを取らなければならないことを語っている。

中央銀行は変化する経済状況に応じて金融政策を調整することが必要な場合があるため、投資家はボラティリティの継続に備えるべきであるとバレット氏はアドバイス
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する。中期的に金利上昇が続く可能性は依然として不透明であるため、戦略的なフレキシビリティが不可欠である。こうした課題にもかかわらず、バレット氏は現物株

取引には機会が残されていると指摘する。このような環境を乗り切るには、慎重な戦略と長期的な安定志向が必要だ。

企業力と政府の援助が米国経済の安定を牽引

バレット氏は、特に政治的・経済的な変化が大きくなる中で、経済の安定を維持するために米国企業と政府の介入が引き続き重要な役目を担っていることを指摘してい

る。2024年8月初旬の乱高下はストレステストだったが、特に政治情勢における新たな展開が市場の見通しを形成しつつある。

カマラ・ハリス氏が2024年の大統領選に出馬したことを受け、企業の取り締まりや住宅への大幅な税制優遇措置など、暮らしに関するコスト問題を解決するための

新たな政策に注目が集まっている。初めて住宅を購入する人への2万5,000ドル支給や子ども手当の引き上げなど、彼女の政策はスイング・ステート（激戦州）に

おける中流階級層の有権者の注目を集めている。しかしバレット氏は、これらの施策は政治的には魅力的だが、経済的にはトレードオフの可能性があると指摘する。住

宅支出の増加と可処分所得の増加は短期的な経済成長を刺激するかもしれないが、インフレ圧力を強める可能性もある。

経済成長鈍化の兆候とともにインフレへの懸念が絶えないため、市場はFRBの政策シグナルを注視しているとバレット氏は指摘する。データによっては予想以上に好

調なものもあるが、中央銀行がインフレ抑制と景気減速リスクとのバランスをどのようにとるのかが、包括的な懸念材料であることに変わりはない。特に大企業にとっ

て、選挙の論調が強まるにつれ有権者を引きつけるための短期的な公約が、長期的な影響に対する批判的な評価につながる可能性がある。 

バレット氏は、企業の成長力と政府の援助がこれまでのところ経済の安定に役立っているが、投資家はより広範な政治的・経済的な変化が視野にあることを留意すべき

であるとアドバイスする。これには、インフレのリスク、政界の両陣営による財政政策変更の可能性、FRBの金融スタンスの変化などが含まれる。政治的公約と経済

的現実の交錯を理解することが、今後数カ月を乗り切る鍵となるだろう。

予測できない市場における、投資対象として安定的な金

世界的な不確実性が続いている昨今、金は依然として信頼できる投資対象であるとデイビッド氏は主張する。地政学的な緊張や経済的な課題が2024年も続く中、イ

ンフレ懸念、金利の変動、米国の利下げ見通しなど、安全資産としての金の役割は引き続き堅持される。

2024年初頭は、根強いインフレとFRBの積極的な利上げにより、米ドルは堅調に推移した。しかし、利下げ期待が高まるにつれ、米国の経済成長に対する懸念か

らドルは軟化した。このドル安が金価格を支え、金は海外投資家にとってより魅力的なものとなった。その結果、金は史上最高値近くまで上昇し、2024年8月には

1オンスあたり2,500ドルを突破した。

バレット氏は、経済が予測不可能な環境において、金はインフレや潜在的な政策転換のリスクに対する緩衝材になると主張する。米国の選挙が近づき、世界の市場環境

が依然として不透明な中、金の永続的な安定性は、特に継続的なボラティリティに対するリスクヘッジを求める投資家にとって、分散ポートフォリオの重要な要素とな

っている。

為替市場のボラティリティが再び高まる中、ドル円の変動は続く

バレット氏は世界市場が再び乱高下に見舞われる中、特に2024年6月以降のドル円は持続的な変動にさらされてきたことを指摘。インフレ懸念とFRBが歴史的な

高金利の維持を決定したことで、外国為替市場は8月に急激な変動に見舞われた。FRBがインフレ対策として高金利を維持する一方、日本銀行は超低金利政策を継続

しており、日米の金融政策の相違が依然として中心的な要因となっている。

2024年8月上旬前後の市場の混乱は、こうした変動を増幅させた。特に、金利高騰の長期化懸念と世界経済の不透明感が金融市場に波紋を広げた。ドル円ペアはこ

うした動きの最前線にあり、不安定さを増す経済環境における投資家心理とリスク選好の重要なバロメーターとして機能してきた。

バレット氏は、ドル円の継続的な変動が、より広範なマクロ経済の変化や、中央銀行がインフレ管理と経済成長の間で取るべき微妙なバランスについて、有用な見通し

を与えると主張する。市場がこうした複雑な力学と格闘する中、ドル円の動きは国際金融の安定性を示す重要な指標であり続けている。

リテール取引の減少によるキャリー・トレードの鈍化と為替市場の低迷

バレット氏は、外国為替市場、特にリテール取引の領域で、2024年半ば以降に活動の変化が見られたことを指摘。2024年初めには、市場ボラティリティの上昇

、規制圧力、金融引き締め政策の影響を受け、外国為替市場へのリテール参加はすでに減少の兆しを見せていた。市場のボラティリティが大きくなり、高金利の継続が



懸念された2024年8月の出来事は、キャリー・トレード（通貨間の金利差に依拠する戦略）への意欲をさらに減退させた。

リテール取引の減速は外国為替市場にも波及している。通常、安定的で予測可能な金利環境から恩恵を受けるキャリー・トレードは、中央銀行間の政策乖離が拡大する

につれて魅力が薄れている。FRBはインフレ対策として高金利を維持しているが、日本銀行のような他の中央銀行は金融緩和政策を続けている。この乖離はさらなる

不確実性をもたらし、個人投資家にとってリスクの高い取引となっています。

バレット氏は、リテール・トレーダーの参加が減ったことで、外国為替市場のダイナミクスが再構築されていると強調。機関投資家が引き続き優勢である一方、リテー

ル・トレーダーの活動が減少しているため、特にキャリー・トレード戦略に依存する通貨ペアでは、取引市場の活気が低下している。投資家は、世界的な金利政策の乖

離が続く中、リテール・トレーダー主導の相場変動が今後も引続き低調である可能性があることを認識しながら、こうした状況の変化に適応していかなければならない

。

EBC Financial Groupの戦略的アプローチ

市場の変動が続き世界経済情勢が移ろいゆく中、当社は、投資家がこの不透明な環境を乗り切ることができるよう、オーダーメイドの金融サービスを提供することに引

き続き注力している。専門的な市場アクセスと業務上の柔軟性を最優先することにより、当社は、市場ダイナミクスと規制変更の両方への適応に引き続き取り組んでい

く。

バレット氏は投資家に対し、経済情勢が予測不可能な状況が続く中、警戒を怠らないようアドバイスしている。評判の良いブローカーを選ぶこと、規制の変化について

常に情報を得ること、適応力を維持することは、急速に変化する昨今の市場で成功するためには重要な戦略である。

EBC Financial Groupについて

EBC Financial

Groupは、ロンドンの金融街で設立され、シドニー・香港・シンガポール・バンコク・キプロスなど主要な金融センターにオフィスを構えております。世界中のト

レーダーや機関投資家を対象に、FX取引を含む金融仲介・資産運用・投資ソリューションなど、包括的な金融サービスを提供しています。当社のマネジメントチーム

は大手金融機関で30年以上の経験を持つベテランの専門家によって率いられています。

複数の賞を受賞している当社は、最高水準の倫理基準と国際的規制の遵守を誇りとしています。

•  EBC Financial Group（UK）Ltdは英国金融行為監督機構（FCA）の規制を受けています。

•  EBC Financial Group（オーストラリア）Pty Ltdはオーストラリア証券投資委員会（ASIC）の規制を受けています。

•  EBC Financial Group（ケイマン）Ltdはケイマン諸島金融庁（CIMA）の規制を受けています。

当社はFCバルセロナのオフィシャルFXパートナーであり、アジアをはじめとする南米、中東、アフリカ、オセアニアなどの地域に特化したサービスを提供していま

す。

また、国連財団のキャンペーン「United to Beat Malaria」のパートナーでもあり、グローバルな保健衛生の向上に貢献しています。 

2024年2月より、当社はオックスフォード大学経済学部とウェビナーシリーズを共催し、経済学の社会的課題への応用を対話し、「経済学者の本音」を明らかにし

ています。

当社は、誠実さ、信頼、お客様の資産の安全が最優先される企業文化を提唱し、すべての投資家の皆様に、誠実な対応をすることをお約束します。

EBC Financial Groupは登録商標です（商標登録第6763767号）。
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Douglas Chew

EBC Financial Group
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